
 

 

 

 

①【就農相談会関係】 

■十勝総合振興局 

  現在、就農相談会の出展者は会員である市町村となっているが、 

スペース等の余裕があれば、地域農業ＰＲのため振興局の出展も 

認めてほしい。 

 

（回答要旨） 

⇒ 北海道新規就農ﾌｪｱについては、近年、市町村からの出展要望 

数が増加している状況です。公社としても、会場の拡大の検討 

や土曜日だけでなく、土日の連日開催等を行いながら、各ブー 

スでの相談者の確保、拡大も目指しているところです。今後に 

ついても、市町村からの要望を踏まえ、全体の状況を見ながら 

進めてまいる考えですので、皆様からのご理解を引き続きよろ 

しくお願いします。 

 

②【第三者経営継承関係】 

■京極町 

  第三者継承をする場合の流れを聞きたい。 

 

■新得町 

  第三者継承を進めるべく計画を策定しています。引き続き助言 

等ご協力をいただけるようお願いしたい。 

 

■十勝総合振興局 

  第三者継承については、直接地元に聞いて情報を得ているが、 

少子化が進む中第三者継承も重要な担い手確保対策となることか 

ら、公社が担当した事例や成立に至るポイントなどを整理した事 

例集や統計資料などを提供いただきたい。 

 

 

令和７年度北海道農業担い手育成センター事業等推進会議 

質問・要望への回答要旨 



■檜山農業改良普及センター 

 ・ 第三者継承の成功例や失敗例について、情報がまとまってい 

れば知りたい。（特に耕種） 

 ・ 移譲希望者の登録者数の状況とマッチング率について知りた 

い。 

 

（回答要旨） 

⇒〇 いくつかの地域・機関から上記のとおり質問をいただき、こ 

れまでの就農相談課の説明（資料 72p～）と農業経営相談室の説 

明（資料 87p～）をもって回答としますが、次のとおり補足しま 

す。 

〇 後継者不足を背景に、第三者継承いわゆる居抜き継承への関 

心が高まっています。公社は,平成 20 年台前半から、全国に先 

駆けて第三者継承に取組み、関係者に向けたガイドブックの作 

成などで地域を支援してきています。 

〇 このガイドブックは改訂を重ね、直近では昨年３月に改訂し 

ています。全道に提供しており、公社のＨＰにも掲載していま 

すが、この中に継承に向けたフローチャートや留意事項、統計 

など、基本的な情報などが収録されています。 

〇 また、地域の事例については、就農啓発基金事業による委託 

調査の報告書を公開しており、現在、公社ＨＰには、令和６年 

度版が公開されています。その中に、第三者継承の事例が含ま 

れています。 

  令和３・４年度の報告書にも事例が掲載されており、過去の推 

進会議資料中に概要版を掲載しているので、本編を希望される 

場合は、公社まで連絡いただければ提供いたします。 

〇 第三者継承については、限られた地域の事例から全道的に広 

がりを見せており、新たな局面を迎えたと受け止めています。 

今年からの就農啓発基金委託調査で、事例収集と深掘りを行う 

こととしています。 

〇 公社としては、従来からの物件登録・公開によるマッチング 

や、農業経営相談室による経営サポート事業を、有機的に連携 

させて支援を強化したいと考えていますが、このためには、地 

域の推進体制の強化、関係者のスキルアップが不可欠と考えて 



おり、行政などの主体的な取組を期待しています。 

 

③【継承物件及び離農物件関係】 

■伊達市 

  組織化や流れ等の優良事例について、また企業参入への検討に 

ついて伺いたい。 

 

（回答要旨） 

 ⇒ 経営継承にあたって、企業参入との関連で対応する件につい 

ては、道庁農業経営課に設置している、農業経営・企業連携サ 

ポート室への相談が適切と考えます。 

 

④【農業次世代人材投資（準備型等）事業関係】 

■深川市 

  ここ数年を通して案内のタイミングにばらつきがあるので、毎 

年統一してできる限り早めに案内していただきたい。 

おおもとは道や国の問題であることは十分承知ですが、特に事 

業の関係で締め切りまで猶予がない場合は、できる限り迅速な案 

内や通知をいただきますようよろしくお願いしたい。 

 

（回答要旨） 

 ⇒ 所要額調査や研修計画の受付について、年度毎にバラツキが 

あることは承知しているところです。所要額調査は、公社で滞 

留することなく速やかに通知するとともに、研修計画の受付等 

は、下記を目途に統一感をもって取り進めたいと考えています 

ので、地域センターにおかれましても各書類の早めの準備をお 

願いいたします。 

・研修計画受付  １回目：６月下旬～７月下旬、 

２回目：12月中旬～１月下旬 

・交付申請書受付 １回目：８月下旬～９月上旬、 

２回目：１月下旬～２月下旬 

・資金交付    １回目：10月下旬、 

２回目：３月中下旬 

 



■札幌市 

  外国人も事業対象ですか。 

 

（回答要旨） 

 ⇒ 国の要綱では交付対象者の要件として国籍については規定し 

ていませんが、本事業は我が国において次世代を担う農業者を 

育成することが目的であることから、当該目的を達成可能な農 

業経営を継続して行うことができる者であり、事業の交付要件 

の全てを満たした場合は交付可能です。 

   なお、当該外国人が、農業経営を継続して行うことができる 

「永住者」「日本人の配偶者等」「永住者の配偶者等」「定住者」「特 

別永住者」のいずれかであって、「技能実習生」「特定技能外国 

人」でないことを確認してください。 

（就農準備資金・経営開始資金及び農業次世代人材投資事業 Q&A  

令和５年６月８日から引用） 

 

⑤【その他】 

■美唄市 

  各種通知・照会について、郵送案件でもメール併用での送信を 

お願いしたい。（データ記録として残すため） 

 

（回答要旨） 

⇒ 農業公社からの各種通知・照会の発送については、必要に応 

じ、郵送・メールとの併用に努めていきます。 

 

■JA しずない 

  青年等就農資金、経営体育成強化資金に係る一般的な審査から 

資金実行までの期間を教えていただきたい。 

 

（回答要旨） 

 ⇒ 農業関係資金の融資審査等に要する期間は、ケースによりそ 

れぞれと考えられるところですが、当農業公社は、市町村農業 

金融制度総合推進会議の一構成団体であることから、各地域で 



発議される青年等就農資金等に係る経営改善資金計画の審査等 

に要する期間などついては、本推進会議の事務局を務める市町 

村にお尋ねいただくことが適当と考えます。 

なお、貸付に関しても、本資金を所管する日本政策金融公庫 

さんにお問い合わせいただくことが適当と考えます。 

 

■伊達市 

  農家研修の優良事例や研修後の動向（優良継続、離農率、事例 

分析など）の情報提供をいただきたい。 

 

（回答要旨） 

 ⇒ 令和 4年度に実施した「平成 30 年～令和２年（３か年）新 

規就農者（新規参入者）実態調査アンケート集約結果」に農 

家研修事例や新規就農者からの要望、この３年間で就農して 

からやめられた率などが掲載されています。ご参照願います。 

 

■小平町農業委員会 

 （意見要旨・抜粋） 

  ・ 北海道担い手育成センターにおいても、農地バンクとの連 

携による担い手の確保が必要なものと考えます。 

農地バンク自体も公社がその事務を担うこととなることか 

ら、より地域に近い各支所に担い手センター担当員を置き、 

地域計画と連動した体制が取れないものか検討していただき 

たい。 

  ・ 北海道及び当センターがリーダーシップを取っていただけ 

るよう、担い手育成センターの役割、機能強化について検討 

していただきたい。 

  

（回答要旨） 

  ⇒ 農業公社の支所を含めた体制強化、特に農地バンク（農地 

中間管理機構）の役割との連動による機能向上と担い手対策 

の拡充についてご提言をいただいたと理解しています。 

 公社組織本体に係る、大きな内容なので、この場で即答でき 

るものではありませんが、道では資料 103P からの説明にあっ 



たようにＵターン就農の推進にも力を入れており、公社もこ 

れまで蓄積したノウハウや情報を提供し、連携して取り組ん 

でいく考えです。 

 

■根室農業改良普及センター 

  公社営農場リース事業については、増収要件を満たせる見込み 

がないと活用しない事例が多くなっている。新規就農者が活用で 

きる形に要件を緩和できないか。 

 

（回答要旨） 

 ⇒ 公社営農場リース事業の要件緩和に関する要望ですが、農用 

地部の所管事業ではありますが、当方からお答えします。 

  この事業の財源は、国費の畜産クラスター事業を利用してい 

ますが、この中で、投資による経済効果、いわゆる費用対効果を 

見込めることを採択要件として、農林水産省が定めております。  

建築価格の高騰などにより、この要件を満たす計画を新規就 

農者が策定することは非常に困難であることは公社としても理 

解しておりますが、国の事業制度の問題であり、こうした地域 

の実態を道から国に伝えていくことが重要だと考えております。   

 

  

以上 


